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メディア環境の「イマ」と「ミライ」
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メディア定点調査

■調査地区 東京都・大阪府・愛知県・高知県

■標本抽出方法 ＲＤＤ（Random Digit Dialing）

■調査方法 郵送調査法

■調査対象者 対象エリアに在住の15～69歳の男女個人

■標本構成 ４地区合計 2934サンプル発信、2611回収

■調査期間 2010年1月29日(金)発送～2月10日（水）投函締切り

■調査実施機関 株式会社 ビデオリサーチ

メディアのデジタル化に伴って次々と登場する

「ハードウェア」や「サービス」について、

生活者の接触実態を把握することを通じて、

広告メディア市場動向の「兆し」を発見する。
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メディア接触時間
週平均・１日あたりの接触時間

172.8

182.7

169.5

177.3

28.7

36.1

41.3

33.9

27.8

28.8

30.8

30.9 16.9

77.4

62.2

43.0 22.8

14.4

16.0

15.6 57.3 23.3

22.2

25.2

0分 50分 100分 150分 200分 250分 300分 350分 400分

東京
(N=2112)

大阪
(N=1663)

愛知
(N=1678)

高知
(N=1648)

テレビ ラジオ 新聞 雑誌 ﾊﾟｿｺﾝからのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続 携帯電話からのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続

346.4
（338.1）

337.7
（-）

347.9
（323.9）

324.7
（324.2）
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172.8
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110.1
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171.3
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175.9

198.4
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207.6

229.2

28.7

40.9

50.3

44.0

54.7

8.9

31.4

37.2

27.8

15.8

25.6

29.4

60.6

24.0

38.1

66.6

16.0

16.1

18.1

20.3

18.3

77.4

98.2

140.3

111.8

82.3

88.6

55.3

51.7

86.1

55.5

60.3

51.0

25.2

57.5

53.8

104.7

59.1

10.2

13.6

10.1

10.8

12.8

14.3

11.6

8.4

7.8

18.1

21.6

21.5

10.3

9.6

9.3

14.2

23.4

18.3

29.1

10.0

3.5

27.5

2.8

15.9

14.4

20.1

7.4

0分 50分 100分 150分 200分 250分 300分 350分 400分

全体(N=2112)

男性　１５～１９才

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

女性　１５～１９才

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

テレビ ラジオ 新聞 雑誌 ﾊﾟｿｺﾝからのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続 携帯電話からのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続

メディア接触時間・性年齢別比較

６メディアトータル（分）

347.9

331.6

351.4

349.7

327.9

357.4

382.0

369.4

368.8

302.1

328.3

345.8

383.9

＜東京地区＞
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放送関連・メディアサービス 利用経験
時系列変化0% 20% 40% 60% 80% 100%

1) 地上デジタル放送

2) ＢＳデジタル放送

3) ＣＳデジタル放送

4) ＣＡＴＶ（ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ放送）

5) ＩＰＴＶ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ）

6) データ放送

7) ワンセグ放送

8) ＥＰＧ（電子番組表）

9） ﾋﾞﾃﾞｵｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ（ＶＯＤ）

10) テレビを使って視聴する
インターネット

11) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾗｼﾞｵ放送

12） ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内蔵型
（DVD/ﾌﾞﾙｰﾚｲ）ﾚｺｰﾀﾞｰ

東京

大阪

愛知

高知

・ 地デジ、ワンセグで
地域差が著しい。
いずれも東京の数値
が最も高く、高知で
最も低い。
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放送関連・メディアサービス 利用経験
性年齢別比較

【男性】

15－19

20代

30代

40代

50代

60代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1) 地上デジタル放送

2) ＢＳデジタル放送

3) ＣＳデジタル放送

4) ＣＡＴＶ（ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ放送）

5) ＩＰＴＶ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ）

6) データ放送

7) ワンセグ放送

8) ＥＰＧ（電子番組表）

9） ﾋﾞﾃﾞｵｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ（ＶＯＤ）

10)テレビを使って視聴する
インターネット

11) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾗｼﾞｵ放送

12） ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内蔵型
（DVD/ﾌﾞﾙｰﾚｲ）ﾚｺｰﾀﾞｰ

＜東京地区＞

・ ワンセグは、年代間
の差が顕著
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放送関連・メディアサービス 利用経験
性年齢別比較

【女性】

15－19

20代

30代

40代

50代

60代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1) 地上デジタル放送

2) ＢＳデジタル放送

3) ＣＳデジタル放送

4) ＣＡＴＶ（ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ放送）

5) ＩＰＴＶ（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾚﾋﾞ）

6) データ放送

7) ワンセグ放送

8) ＥＰＧ（電子番組表）

9） ﾋﾞﾃﾞｵｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ（ＶＯＤ）

10)テレビを使って視聴する
インターネット

11) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾗｼﾞｵ放送

12） ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ内蔵型
（DVD/ﾌﾞﾙｰﾚｲ）ﾚｺｰﾀﾞｰ

＜東京地区＞

・ 女性も同様に、ワン
セグは、年代間の差
が顕著



8

インターネット関連・メディアサービス利用経験
0% 20% 40% 60% 80% 100%

13) インターネット

14) ｅﾒｰﾙ

15) ﾁｬｯﾄ/ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ

16) ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

17) ﾌﾞﾛｸﾞ作成

18) ﾐﾆﾌﾞﾛｸﾞの閲覧や
書き込み

19) SNS

20) ポッドキャスティング

21) ファイル交換ソフト

22) 楽曲配信ｻｰﾋﾞｽ

23) ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ動画配信
ｻｰﾋﾞｽ

24) 動画投稿・閲覧ｻｰﾋﾞｽ

25) ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

26) ﾈｯﾄｵｰｸｼｮﾝ

27) 3Dﾊﾞｰﾁｬﾙｺﾐｭﾆﾃｨ

28) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じた通話

東京

大阪

愛知

高知

・全体的に
東京＞大阪＞愛知＞高知
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インターネット関連･メディアサービス 利用経験
性年齢別比較

【男性】
0% 20% 40% 60% 80% 100%

13) インターネット

14) ｅﾒｰﾙ

15) ﾁｬｯﾄ/ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ

16) ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

17) ﾌﾞﾛｸﾞ作成

18) ﾐﾆﾌﾞﾛｸﾞの閲覧や
書き込み

19) SNS

20) ポッドキャスティング

21) ファイル交換ソフト

22) 楽曲配信ｻｰﾋﾞｽ

23) ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ動画配信
ｻｰﾋﾞｽ

24) 動画投稿・閲覧ｻｰﾋﾞｽ

25) ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

26) ﾈｯﾄｵｰｸｼｮﾝ

27) 3Dﾊﾞｰﾁｬﾙｺﾐｭﾆﾃｨ

28) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じた通話

15－19

20代

30代

40代

50代

60代

＜東京地区＞

・女性も同様に、年代間
の差が顕著。
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インターネット関連・メディアサービス 利用経験
性年齢別比較

【女性】

15－19

20代

30代

40代

50代

60代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

13) インターネット

14) ｅﾒｰﾙ

15) ﾁｬｯﾄ/ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ

16) ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

17) ﾌﾞﾛｸﾞ作成

18) ﾐﾆﾌﾞﾛｸﾞの閲覧や
書き込み

19) SNS

20) ポッドキャスティング

21) ファイル交換ソフト

22) 楽曲配信ｻｰﾋﾞｽ

23) ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ動画配信
ｻｰﾋﾞｽ

24) 動画投稿・閲覧ｻｰﾋﾞｽ

25) ﾈｯﾄｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

26) ﾈｯﾄｵｰｸｼｮﾝ

27) 3Dﾊﾞｰﾁｬﾙｺﾐｭﾆﾃｨ

28) ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通じた通話

＜東京地区＞

・年代間の差が顕著。
特に、SNS、動画投稿
で激しい。
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インターネット（携帯）関連・メディアサービス
利用経験0% 20% 40% 60% 80% 100%

29) 携帯・イン ターネット

30) 携帯・ｅメール

31) 専門番組配信サービス

32) 楽曲ダウン ロード／
動画配信サービス

33) 二次元バーコード
サ ービス

34) 決済サ ービス

35) 携帯クーポン

36) 位置情報サービス

37) アプリダウ ン ロード
サ ービス

38) メール マ ガジン

39) ブロ グへの 書き 込み

40) ミニブログの 閲覧や
書き込み

41) SNSなどへの 書き込み

42) ネットショッピン グ

43) ネットオークション

44) 携帯小説

45) 携帯電話コミック
（まんが）

東京

大阪

愛知

高知

＜東京地区＞

・地域差は、あるがPC
サービスほどではない。
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インターネット（携帯）関連･メディアサービス
利用経験

性年齢別比較
【男性】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29) 携帯・インターネット

30) 携帯・ｅメール

31) 専門番組配信サービス
32) 楽曲ダウンロード／

動画配信サービス
33) 二次元バーコードサービス

34) 決済サービス

35) 携帯クーポン

36) 位置情報サービス

37) アプリダウンロードサービス

38) メールマガジン

39) ブログへの書き込み
40) ミニブログの閲覧や

書き込み
41) SNSなどへの書き込み

42) ネットショッピング

43) ネットオークション

44) 携帯小説

45) 携帯電話コミック（まんが）

15－19

20代

30代

40代

50代

60代

＜東京地区＞

・さらにサービス毎に、年
代間の差が顕著に。
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インターネット（携帯）関連・メディアサービス
利用経験

性年齢別比較
【女性】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29) 携帯・インターネット

30) 携帯・ｅメール

31) 専門番組配信サービス
32) 楽曲ダウンロード／

動画配信サービス
33) 二次元バーコードサービス

34) 決済サービス

35) 携帯クーポン

36) 位置情報サービス

37) アプリダウンロードサービス

38) メールマガジン

39) ブログへの書き込み
40) ミニブログの閲覧や

書き込み
41) SNSなどへの書き込み

42) ネットショッピング

43) ネットオークション

44) 携帯小説

45) 携帯電話コミック（まんが）

15－19

20代

30代

40代

50代

60代

＜東京地区＞

・さらにサービス毎に、年
代間の差が顕著に。
10代、20代は、群を抜
く。
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■ 一方、接触量は、中期的には飽和傾向にある。

■ ただし、「皆があまねく接触するメディア」は、必ずしも多くない。
「PC・携帯系サービスの世代間格差は、大きい」

■ 生活者の、新しいメディアサービスの利用経験は、急速に拡大。

■ 急速に浸透したサービスの中には、すでにブームが去ったものも散見。

ネットを中心とした「デジタル系のサービス」は、もはや「新・市場」で
はなく、取捨選択の対象となる「普通のサービス」に。

デジタル↑、アナログ↓という、「ステレオタイプな環境」ではなくなっ
た。

2010のメディア環境
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2020年のメディア環境を予測すると・・

５．探さない

１．指差す
自分にとって一番面白いコンテンツを指差し共有する

検索で探さなくても自分が欲しい情報に出会える

自分に届くニュースに多重化した情報が付加される２．厚みを味わう

３．かしこくなる

４．ふりそそぐ

６．壁が消える

７．海をわたる

自分の家が高機能化、デバイス同士が連携する

外でも自分に向かってコンテンツがふりそそぐ

未知のジャンルから新サービスがやってくる

国内外のコンテンツに自由にアクセスできる

Twitter、facebook などSNSを使った情報・コンテンツのリアルタイム共有

位置情報、3D、AR 情報は、益々重層化。生活の欲求も多重化

ホームネットワーク、HEMS、スマートデバイス・・・スマートハウス時代の到来

4G、IPDC、次世代衛星・・・マルチデバイスに配信

ライフログ、ニューロマーケティング、次世代レコメンデーション・・・

教育、医療、行政などの情報も、コンテンツとして一体化する

自動翻訳の高度化、国を跨いだコンテンツサービス。コンテンツの国際流通
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DYNAMIC
MEDIA

2020年メディアはダイナミックな存在へ

ダイナミックなコンテンツ配信
ダイナミック・マーケティング
ダイナミック・アドバタイジング

そして
2011年3月11日
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（参考） 災害直後のメディア接触（自宅内・外）
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自宅

職場・勤務先・学校

•自宅では、圧倒的にテレビから情報収集

•自宅外では、テレビ、ポータルサイト、ワンセグ、ラジオ

調査対象者 ：15～69歳男女
※博報堂Hi-panel会員2011年3月11日の東日本大震災時前後に首都圏に居た者
サンプル数 ：913
調査手法 ：インターネット調査
調査時期 ：2011年3月25日（金）～29日（火）
調査企画実施 ：博報堂ＤＹメディアパートナーズ
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（参考）災害時から2週間のメディア接触変化
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地震発生後「当日就寝までの間」に接したメディア

地震発生後の「週末（3/12、3/13）」に接したメディア

「昨日から今日にかけて」（２週間後）接したメディア

•テレビは、災害直後から高いメディア接触。

•新聞は、時間が経過すると更にメディア接触が増える

•ポータルサイトは、高いメディア接触をキープ
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メディア環境変化のメガトレンド

震災による日本人のメディア生活の変化

■1次情報取得（放射線、研究者、専門家、海外研究機関）

■情報比較

■メディア総接触量の増大

■情報入手の重要性。特にローカル情報

■日本人的価値観の再認識 「優しさ」、「助け合いの精神」、「再生」

2020年メディアはダイナミックな存在へ

ただし、連休を機会に生活者マインドは急速に回復しつつあるが・・
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ライフログ利用に関するガイドラインサービス

行動ターゲティングに関するガイドラインの運用
オーディエンスターゲティングという新しい概念に対しての対応

成長するSNS、ソーシャルメディアに関する業界のポリシー・ガイドライン

多様化する広告に関するフォーマット標準化。ワークフローづくり。

スマートフォン、タブレット等新しく登場する広告規格の標準化
アドネットワークなど新しい広告テクノロジーに対する対応

広告に関する著作権制度の整備

一方、現段階で広告業界は、以下のような課題に直面している。

今後もメディア環境の変化は、益々激しくなる。
これら新しい変化・課題には、柔軟に対応していく必要がある。


